
第
五
十
四
回

こ
れ
ら
の
条
件
を
生
か
し
て
品
質
を
向
上
さ
せ
て
い
っ
た

の
だ
。
江
戸
で
は
、
野
田
醤
油
の
味
の
良
さ
が
評
判
と

な
っ
た
と
い
う
。

江
戸
以
外
の
販
路
拡
大
に
も
取
り
組
ん
だ
。
幕
府
は
そ

の
頃
、
江
戸
で
諸
物
資
へ
の
需
要
が
増
大
し
て
い
る
の
に

対
応
し
、
北
関
東
一
円
で
養
蚕
を
は
じ
め
菜
種
油
、
茶
な

ど
の
栽
培
を
奨
励
し
た
。
従
来
は
小
麦
や
大
豆
の
栽
培
で

醤
油
を
自
家
醸
造
し
て
い
た
農
家
の
多
く
が
桑
や
綿
、

茶
、
菜
種
な
ど
に
転
換
し
た
た
め
、
醤
油
の
自
家
醸
造
が

減
っ
た
の
だ
。
そ
の
た
め
関
東
の
農
村
で
醤
油
へ
の
需
要

が
発
生
し
、
新
た
な
市
場
と
な
っ
た
わ
け
だ
。

野
田
の
醤
油
は
発
展
し
、
醸
造
を
営
む
者
も
増
え
て

い
っ
た
。
高
梨
・
茂
木
一
族
は
姻
戚
関
係
を
結
ぶ
と
と
も

に
、
分
家
を
繰
り
返
し
、
野
田
の
リ
ー
ダ
ー
的
な
存
在
と

な
っ
て
い
く
。
一
七
八
一
年
、
幕
府
が
進
め
て
い
た
株
仲

間
公
認
の
一
環
と
し
て
、
野
田
の
七
つ
の
有
力
醸
造
家
が

「
造つ

く
り

醤
油
仲
間
」
を
結
成
し
た
。
幕
府
や
藩
へ
の
冥み

ょ
う

加が

金き
ん

に
つ
い
て
の
交
渉
や
江
戸
問
屋
と
の
折
衝
な
ど
を
協
力
し

て
行
う
た
め
の
同
業
者
組
合
で
、
こ
れ
に
は
高
梨
・
茂
木

行
わ
れ
て
い
た
が
、
一
六
〇
三
年
の
徳
川
幕
府
開か

い

闢び
ゃ
く

以

来
、
江
戸
の
人
口
が
爆
発
的
に
増
え
、
人
々
の
生
活
も
安

定
し
た
こ
と
か
ら
、
醤
油
、
味
噌
、
酒
な
ど
の
消
費
需
要

が
急
速
に
拡
大
し
て
い
た
。
彼
ら
は
そ
こ
に
新
た
な
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
見
出
し
た
の
だ
っ
た
。

た
だ
当
時
の
江
戸
で
は
、
醤
油
や
酒
な
ど
は
上
方
か
ら

送
ら
れ
て
く
る
良
質
の
商
品
「
下
り
も
の
」
が
中
心
だ
っ

た
。
そ
こ
で
、
上
方
産
に
負
け
な
い
商
品
づ
く
り
に
力
を

注
い
だ
。
上
方
産
の
醤
油
は
薄
口
だ
が
、
江
戸
で
は
濃
口

が
好
ま
れ
た
。
そ
う
し
た
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
関
東
風
の

濃
口
醤
油
を
開
発
し
、
広
め
て
い
っ
た
。

ま
た
野
田
に
は
地
の
利
が
あ
っ
た
。
す
ぐ
そ
ば
を
流
れ

る
江
戸
川
を
船
で
下
っ
て
い
け
ば
、
醤
油
を
そ
の
日
の
う

ち
に
日
本
橋
の
問
屋
街
ま
で
直
接
運
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

原
料
に
も
恵
ま
れ
て
い
た
。
醤
油
の
主
な
原
料
は
、
大

豆
、
小
麦
、
塩
だ
が
、
近
く
の
筑
波
山
麓
は
良
質
な
大
豆

の
産
地
で
、
野
田
周
辺
は
も
と
も
と
小
麦
の
産
地
。
江
戸

川
の
河
口
に
は
行
徳
塩
田
が
あ
っ
た
。
そ
の
う
え
江
戸
川

と
利
根
川
の
豊
富
な
水
も
醤
油
づ
く
り
に
適
し
て
い
た
。

醤
油
と
言
え
ば
昔
か
ら
日
本
人
の
食
卓
に
欠
か
せ
な
い

調
味
料
だ
が
、
今
で
は
海
外
の
日
本
ブ
ー
ム
に
乗
っ
て
世

界
中
の
食
卓
に
広
が
っ
て
い
る
。

そ
の
先
鞭
を
つ
け
た
の
は
醤
油
の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
、

キ
ッ
コ
ー
マ
ン
だ
。
同
社
は
昭
和
三
十
年
代
に
い
ち
早
く

米
国
に
進
出
す
る
な
ど
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
進
め
、
今
で
は

海
外
の
売
上
高
が
全
体
の
八
割
近
く
を
占
め
て
い
る
。
伝

統
的
な
地
場
産
業
で
同
族
経
営
だ
っ
た
醤
油
メ
ー
カ
ー

が
、
な
ぜ
変
貌
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

江
戸
の
人
口
増
加
と
消
費
拡
大
に
着
目

「
下
り
醤
油
」
に
負
け
な
い
品
質
づ
く
り

キ
ッ
コ
ー
マ
ン
の
源
流
は
、
江
戸
時
代
前
期
に
さ
か
の

ぼ
る
。
一
六
六
一
年
、
現
在
の
千
葉
県
野
田
市
の
名
主
・

高
梨
兵
左
衛
門
が
醤
油
の
醸
造
を
始
め
、
翌
年
に
茂
木
七

左
衛
門
が
味
噌
の
醸
造
を
始
め
た
後
、
一
七
六
六
年
に
醤

油
醸
造
に
転
じ
た
。
一
方
、
流
山
で
は
堀
切
紋
次
郎
が
酒

づ
く
り
を
開
始
し
、
後
に
み
り
ん
醸
造
を
始
め
た
。

野
田
で
は
一
五
〇
〇
年
代
後
半
頃
か
ら
醤
油
づ
く
り
が

岡
田
晃

大
阪
経
済
大
学
特
命
教
授
・

経
済
評
論
家

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の
中
小
企
業
経
営

世
界
に
広
が
る
日
本
の
醤
油
〜
礎
を
作
っ
た
高
梨
・
茂
木
一
族
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岡
田
晃
（
お
か
だ
あ
き
ら
）

一
九
七
一
年
、
慶
應
義
塾
大
学
経
済
学
部
卒
業
後
、
日
本
経
済
新
聞
社
入
社
。

編
集
委
員
を
経
て
、
テ
レ
ビ
東
京
出
向
。「
ワ
ー
ル
ド
ビ
ジ
ネ
ス
サ
テ
ラ
イ

ト
（
Ｗ
Ｂ
Ｓ
）」
マ
ー
ケ
ッ
ト
キ
ャ
ス
タ
ー
、
同
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
Ｎ
Ｙ
支

局
長
、
テ
レ
ビ
東
京
ア
メ
リ
カ
社
長
、
理
事
・
解
説
委
員
長
。
二
〇
〇
六
年

か
ら
大
阪
経
済
大
学
客
員
教
授
、
同
特
別
招
聘
教
授
を
経
て
、
二
〇
二
五

年
に
同
特
命
教
授
。

高
梨
家
、
堀
切
家
の
八
つ
の
家
が
共
同
で
野
田
醤
油
を
設

立
し
た
。
こ
れ
が
戦
後
に
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
へ
と
社
名
変
更

し
今
日
に
至
っ
て
い
る
（
現
在
は
持
ち
株
会
社
制
）。

一
つ
の
家
系
で
同
族
経
営
を
続
け
る
老
舗
企
業
は
多
い

が
、
複
数
の
家
系
が
協
力
し
て
事
業
承
継
を
成
功
さ
せ
て

き
た
例
は
少
な
い
。
い
わ
ば
「
集
団
的
事
業
承
継
」
だ
。

こ
れ
が
、
創
業
以
来
三
百
六
十
年
に
わ
た
る
歴
史
を
紡
ぐ

原
動
力
と
な
っ
た
と
言
え
る
。

同
時
に
、
同
族
経
営
の
弊
害
を
防
ぐ
た
め
、
同
社
に
は

「
創
業
八
家
か
ら
入
社
で
き
る
の
は
、
一
世
代
一
人
に
限

る
」「
創
業
八
家
の
出
身
で
も
役
員
・
社
長
に
す
る
保
証

は
な
い
」
な
ど
の
不
文
律
が
あ
る
と
い
う
。
す
で
に
指
名

委
員
会
制
度
に
移
行
し
て
お
り
、
実
際
近
年
で
は
創
業
家

出
身
者
で
な
い
社
長
も
登
場
し
て
い
る
。
時
代
の
変
化
に

対
応
し
た
ガ
バ
ナ
ン
ス
も
確
立
し
て
い
る
わ
け
だ
。

事
業
内
容
も
、
醤
油
以
外
の
事
業
の
方
が
多
く
な
っ
て

お
り
、
総
合
食
品
メ
ー
カ
ー
へ
と
変
身
を
遂
げ
て
い
る
。

そ
う
し
た
成
果
は
、
二
〇
二
五
年
三
月
期
決
算
で
十
二
年

連
続
最
高
益
と
い
う
好
業
績
に
表
れ
て
い
る
。

現
在
、
日
本
の
醤
油
が
世
界
中
の
日
本
ブ
ー
ム
の
一
翼

を
担
う
存
在
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
野
田
の
醤
油
産
地
と

高
梨
・
茂
木
一
族
が
そ
の
礎
を
築
い
た
と
い
え
る
。
そ
の

歴
史
か
ら
、
老
舗
企
業
の
永
続
の
秘
訣
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
。

そ
の
中
か
ら
は
現
在
の
ヤ
マ
サ
醤
油
、
ヒ
ゲ
タ
醤
油
な
ど

を
輩
出
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
ラ
イ
バ
ル
と
の
切
磋
琢
磨

を
通
じ
て
力
を
つ
け
て
い
っ
た
の
だ
っ
た
。

第
二
は
、
新
し
い
市
場
へ
の
挑
戦
だ
。
前
述
の
よ
う

に
、
江
戸
の
人
口
と
消
費
の
爆
発
的
増
加
、
北
関
東
の
農

村
の
作
物
転
換
と
い
っ
た
変
化
を
し
っ
か
り
と
と
ら
え
、

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
商
品
を
作
り
出
し
て
い
っ
た
。

キ
ッ
コ
ー
マ
ン
が
昭
和
三
十
二
年
に
米
国
市
場
に
挑
戦

し
た
の
も
、
そ
う
し
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
受
け
つ
い
だ
も
の
と
言

え
る
。
同
社
取
締
役
名
誉
会
長
の
茂
木
友
三
郎
氏
（
元
社

長
・
会
長
）
は
「
国
境
は
超
え
る
た
め
に
あ
る
」
と
言
い

切
っ
て
い
る
。
ま
さ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
の
塊
で
あ
る
。

第
三
は
、
た
び
た
び
危
機
に
見
舞
わ
れ
る
も
、
そ
れ
を

乗
り
越
え
て
き
た
こ
と
だ
。

江
戸
時
代
に
は
、
天
明
の
大
飢
饉
（
一
七
八
〇
年
代
）、

天
保
の
大
飢
饉
（
一
八
三
○
年
代
）
な
ど
飢
饉
が
た
び
た

び
起
き
、
関
東
地
方
で
も
多
く
の
農
民
ら
が
飢
え
に
苦
し

ん
だ
。
高
梨
・
茂
木
一
族
を
は
じ
め
野
田
の
醸
造
家
は
私

財
を
な
げ
う
っ
て
救
済
に
当
た
っ
た
。

だ
が
飢
饉
は
醤
油
醸
造
自
体
を
危
機
に
陥
れ
た
。
原
料

の
大
豆
や
小
麦
な
ど
が
大
凶
作
で
、
価
格
が
暴
騰
し
た
の

だ
。
天
保
年
間
に
は
五
倍
に
も
跳
ね
上
が
っ
た
と
い
う
。

そ
の
た
め
廃
業
に
追
い
込
ま
れ
る
醸
造
家
が
続
出
し
た
。

こ
れ
ら
の
危
機
を
一
族
が
結
束
し
て
乗
り
切
る
と
同
時

に
、
そ
の
努
力
を
通
じ
て
一
段
と
力
を
つ
け
成
長
し
た
。

ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
た
の
だ
っ
た
。

〝
集
団
的
事
業
承
継
〞
で
歴
史
を
紡
ぐ

時
代
に
合
わ
せ
た
企
業
変
身
も

や
が
て
近
代
と
な
り
、
一
九
一
七
年
、
茂
木
家
の
六
家
、

一
族
か
ら
三
家
（
高
梨
本
家
、
茂
木
一
族
二
家
）
が
参
加

し
、
指
導
的
な
役
割
を
果
た
し
た
。

こ
う
し
て
一
八
〇
〇
年
頃
に
な
る
と
、
野
田
の
醤
油
は

質
量
と
も
に
上
方
産
を
圧
倒
す
る
よ
う
に
な
る
。
茂
木
家

の
分
家
の
一
つ
で
あ
る
茂
木
佐
平
治
家
は
「
亀
甲
萬
」
を

商
標
と
し
て
使
い
始
め
、
高
い
評
価
を
得
て
い
た
。
こ
れ

が
今
日
の
「
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
」
印
の
始
ま
り
と
な
っ
た
。

事
業
成
功
に
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト

あ
く
な
き
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

野
田
醤
油
の
隆
盛
に
は
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
っ
た
。

第
一
は
、
醸
造
家
同
士
が
競
争
し
、
時
に
は
協
力
し
て

品
質
向
上
に
努
め
た
こ
と
だ
。
こ
れ
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
、「
下
り
も
の
」
を
圧
倒
で
き
た
の
で
あ
る
。

野
田
醤
油
に
は
、
上
方
の
ほ
か
に
も
ラ
イ
バ
ル
が
い

た
。
銚
子
だ
。
銚
子
も
古
く
か
ら
醤
油
醸
造
が
盛
ん
で
、
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